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(論文審査の要旨)  
  学士（工学）、修士（工学）TRIPETCH, Kittipong(トリペッチ, キッチポン)君提出の
学位請求論文は「Design and Analysis of High Order Gm-C Filter and Cross Coupled 
Oscillator Using CMOS Technology」（CMOS 技術を用いた高次 Gm-C フィルタおよびク
ロスカップル型発振器の設計と解析）と題し、6章から構成されている。デジタル・ア
ナログ混載型の LSI はエレクトロニクス分野において重要な役割を果たしている。し
かしながら、オンチップアナログ回路設計において様々なトレードオフが生じ、設計
は困難となっている。重要なアナログ回路として、フィルタおよび発振器が挙げられ
る。アクティブフィルタは、無線 LAN用のチャネル選択フィルタとして、また 50 Hz、
60 Hz 電源干渉除去用のノッチフィルタとして、通信および生体信号取得など幅広い分
野において重要な役割を果たしている。また、発振器は無線通信およびデジタル同期
回路用クロックとして必要不可欠な要素である。 
 以上の背景をもとに、本研究は、解析的な手法とシミュレーションによる手法を比
較しながら、アナログ回路設計を行っている。 
  第 1 章は序論であり、本研究の背景とこれまで提案された Gm-C フィルタ設計につ
いて、従来技術の課題がまとめられている。 
  第 2章では、Nauta のトランスコンダクタンス増幅器の雑音解析が示されており、高
次 Gm-C フィルタシミュレーションによる等価出力雑音電圧を明らかにしている。 
  第 3 章では、5 次 Gm-C 楕円フィルタと 10 次 Gm-C 楕円フィルタの 2 種類の Gm-C
フィルタを、カットオフ周波数、インピーダンススケーリングとフィルタテーブルか
ら設計する手法を示している。遮断周波数 21.88 MHz の設計において最大入力振幅は、
全高調波ひずみ 1％未満の場合、5.46 dBm を達成している。 
  第 4 章では、アクティブノッチフィルタの設計手法について述べられている。商用
電源周波数 50 Hz の干渉除去用 2次、4次、6次のノッチフィルタ設計を示している。 
2 次ノッチフィルタは Kenneth Laker のアーキテクチャをもとに設計されている。6 次
ノッチフィルタの応答は、0.18m-CMOS プロセスでシミュレーションが行われ、生体
信号取得 LSIシステムに有用な、Twin-T 2 次ノッチフィルタにおける設計が示されて
いる。 
  第 5 章では、根軌跡法によるクロスカップル型発振器の設計を示している。多項式
解析により 4つの極配置を求め、発振器の特性を導いている。   
  第 6章は結論であり、本研究の総括がなされている。 
  以上要するに、本研究は LSI アナログ回路設計において重要な回路要素の設計手法
を示すことで、複雑な設計問題への解を導く可能性を示すもので、集積回路分野にお
いて、工学上、工業上寄与するところが少なくない。よって、本論文の著者は博士（工
学）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
   
学識確認結果 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員および総合デザイ
ン工学特別研究第２（電気電子工学専修）科目担当者で試問を行い、当該学術
に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
